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会期：2011年 11月 19日～12月 28日 
オープニングレセプション：2011年 11月 19日（土） 17:00～ 
 

DEMADO PROJECT の第 4 回展示として、川嶋久美によるインスタレー

ション「たまてばこ堂」を展示いたします。 

熊本在住のアーティスト・川嶋久美は、インスタレーションやパフォーマ

ンスなどを中心に精力的に発表を行っています。人間の「夢」や「記憶」、

「思い出」のはかなさ、そしてそのはかなさゆえの愛おしさを、空想的か

つ温もりのあるビジュアルで表現し、またあるときはサイトスペシフィック

性やインタラクティブな手法も取り入れながら展開してきました。 

 

今回、DEMADO PROJECT では、川嶋が『浦島太郎』のお伽噺から着想した、観客参加型のインスタレーショ

ン「たまてばこ堂」を展示します。 

参加者は、これまでの自分の人生から「最高の思い出」をひとつ選び取り、その内容を誰にも明かさずに紙に

記します。作家はそれを受け取り、オリジナルの「たまてばこ」にひとつひとつ封じ込めていきます。こうしてつく

られたたまてばこは、架空のお店「たまてばこ堂」のショーウィンドウに展示されます。参加者は、「思い出」を提

供するかわりに、誰か他の人の思い出が入ったたまてばこを入手することができます（サイン、エディション入り

のマルチプル作品として販売）。ただし、竜宮城の乙姫が浦島太郎に厳命したように、決して箱を開けることは

許されません。誰かの最高の思い出を大切に守る役割を担うことになるのです。 

 

「思い出」「記憶」とは一体何なのか？ 同じ場所、同じ時間を共有したはずなのに、人それぞれにその感じ方、

記憶の仕方は大きく異なります。「覚える」「思い出す」という行為そのものも、記憶のかたちを次々と変容させ、

変質させていきます。思い出を紙に書き記すという行為自体が、ひとつの新たな「記憶」の「解釈」や「物語」を

生み出すことに他なりませんが、私たちはそうした「よすが」に頼ることなしに「思い出」を「思い出す」ことはでき

ないように思われます。 

「たまてばこ堂」は、集団的記憶に対するメタファーであるとともに、私たちが普段当たり前に受け流している

数々の美しい時間をもう一度見つめ直し、人生との向き合い方を再確認する機会を与えてくれることでしょう。 

 

「たまてばこ堂」のプロジェクトには、どなたでもご参加いただけます。11 月 19 日（土）午後 5 時からのオープニ

ングレセプションにお越し下さい。また、レセプションにおいでになれない方は、郵送等で「思い出」の提供、た

まてばこのご購入も承ります。メール info@hrdfineart.com、 Facebook、またはお電話 075-414-3633 にてお問

い合わせください。 

 

「DEMADO CONTEMPORARY ART PROJECT」は、HRD FINE ART のオフィスの 

ウィンドウギャラリーにおける展示プロジェクトです。 

ウェブサイト：http://www.hrdfineart.com/demado/04tamatebako.html 

Facebook：Demado Contemporary Art Project で検索してください。 



 

 

 

 

 

川嶋久美 Kumi Kawashima 

 

1983 福岡生まれ 

2005 九州芸術工科大学芸術工学部画像設計学科 卒業 

2007 九州大学大学院芸術工学部芸術工学専攻 修了 

 

主な展示・発表など 

2007~11 「河原町アートの日」（熊本）に参加、展示 

2010 「GENESIS-1 起源」 

 くまもと阪神 東急ハンズトラックマーケット内でワークショップ 

 

浦島太郎の物語に登場する玉手箱。  

乙姫からもらった玉手箱の中には、『時』が入っていました。  

 

しかしそれは決して開けてはならないものです。 

「たまてばこ堂」では、竜宮城での楽しかった時間のように、 様々な人の最高の思い出の時間を 

一つひとつたまてばこに封じ込めて展示します。 

 

はじめに、参加者に今までの人生でとっておきの嬉しい思い出をひとつ思い出してもらいます。 

その思い出を誰にも見せずに紙に書きます。その紙を、私ががたまてばこに入れて封じます。 

たまてばこは展示され、自分のものはもらうことはできません。代わりに、展示されている 

他のたまてばこから、気に入ったものを1つもらうことができます。たまてばこには、それぞれ大切な 

思い出が封じ込められているので、見知らぬ誰かの思い出を手に入れることになります。 

自分の思い出も、いつか見知らぬ誰かに渡るかもしれません。たまてばこを通して、見知らぬ誰かと 

思い出を共有していきます。 

 

ただし、たまてばこをもらう際にひとつ大事な約束があります。 

たまてばこは、けっして開けてはいけません。 

中身がいったい何なのか想像しながら、たまてばこを持ち続けてもらうことになります。 

 

浦島太郎がそうだったように、開けるか否か迷うこともあるかもしれません。 

でも、開けてしまえば煙のように、今まで想像していたものは消えてしまうでしょう。 

 

  ̶̶ 川嶋久美 

 


